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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上で第１のワイヤレスデバイス
から第２のワイヤレスデバイスにワイヤレスメッセージを送信する方法であって、前記第
１のワイヤレスデバイスによって実行されるステップを備え、前記ステップは、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少な
くとも２つのセットのうちの１つと関連付けることと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づい
て、送信属性を調整することと、
　前記調整された送信属性に基づいて前記第２のワイヤレスデバイスにメッセージを送信
することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかについて前記決定するこ
との根拠を、前記第１のワイヤレスデバイスから前記第２のワイヤレスデバイスまでの距
離、前記第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間の通信と関連付け
られたネットワーク統計、および前記第１のワイヤレスデバイスと前記第２のワイヤレス
デバイスとの間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのうちの１つまたは複数に置
くことをさらに備える、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記決定することの根拠を、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信
されたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企て
られたスループットのうちの１つまたは複数に置くことをさらに備える、
　請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記決定することの根拠を、前記第２のワイヤレスデバイスの信号強度に置くことをさ
らに備える、
　請求項２に記載の方法。
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【請求項５】
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に
前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間
に前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第１の反復時間期間の間に
前記第３のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、前記第２の反復時間期間
の間に前記第３のデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記送信属性を調整した後、前記第２のワイヤレスデバイスとの通信をモニタすること
と、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記モニタすることに基づいて多重パラメータの第
３のセットと関連付けることと
　をさらに備え、
　特に、多重パラメータの第３のセットを選択することによって、前記送信属性をさらに
調整することをさらに備え、
　さらに特に、前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周波数帯域は
、多重パラメータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは異なる、ま
たは　さらに特に、１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジ
ュールを決定することをさらに備え、前記さらに調整することは、少なくとも前記周波数
スケジュールに基づく、または
　さらに特に、前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時
間期間または周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセッ
トに対する時間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスデバイスにワイ
ヤレスメッセージを送信するための装置であって、前記装置は、移動局であって、前記装
置は、
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少なくとも
２つのセットのうちの１つと関連付けるための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づいて、送
信属性を調整するための手段と、
　前記調整された送信属性に基づいて前記ワイヤレスデバイスにメッセージを送信するた
めの手段と
　を備える、装置。
【請求項９】
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを前記決定するための手段は、
前記装置から前記ワイヤレスデバイスまでの距離、前記装置とワイヤレスデバイスとの間
の通信と関連付けられたネットワーク統計、および前記装置と前記ワイヤレスデバイスと
の間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのより多くのうちの１つまたは複数に基
づいて、前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定するように構成さ
れる、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１０】
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　前記ネットワーク統計は、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信さ
れたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企てら
れたスループットのうちの１つまたは複数を備える、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１１】
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを前記決定するための手段は、
前記パケット誤り率が誤りしきい値を超える場合に前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響
を受けるものと決定するように構成される、
　請求項１０に記載の装置。
【請求項１２】
　前記ネットワーク統計は、前記ワイヤレスデバイスの信号強度を備える、
　請求項９に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に前記ワ
イヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間に前記
ワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手段と
　をさらに備える、請求項８に記載の装置。
【請求項１４】
　前記送信属性の調整の後、前記ワイヤレスデバイスとの通信をモニタするための手段と
、
　前記ワイヤレスデバイスを、前記モニタすることに基づいて多重パラメータの第３のセ
ットと関連付けるための手段と、
　前記多重パラメータの第２のセットに基づいて前記送信属性をさらに調整するための手
段と
　をさらに備え、　特に、前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周
波数帯域は、多重パラメータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは
異なり、
　さらに特に、１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジュー
ルを決定するための手段をさらに備え、前記さらに調整することは、少なくとも前記周波
数スケジュールに基づく、または
　さらに特に、前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時
間期間または周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセッ
トに対する時間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　請求項８に記載の装置。
【請求項１５】
　実行されたとき、プロセッサに、請求項１乃至７に記載のいずれか１項に記載の前記ス
テップに従う方法を実行させる命令を備える、コンピュータプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１９７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１９７】
　[00219]前述は本開示の態様を対象とするが、本開示の他の態様およびさらなる態様は
、その基本的範囲から逸脱することなく考案され得、その範囲は以下の特許請求の範囲に
よって決定される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　　［Ｃ１］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上で第１のワイヤレスデバイス
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から第２のワイヤレスデバイスにワイヤレスメッセージを送信する方法であって、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少な
くとも２つのセットのうちの１つと関連付けることと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づい
て、送信属性を調整することと、
　前記調整された送信属性に基づいて前記第２のワイヤレスデバイスにメッセージを送信
することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ２］
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかについて前記決定するこ
との根拠を、前記第１のワイヤレスデバイスから前記第２のワイヤレスデバイスまでの距
離、前記第１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間の通信と関連付け
られたネットワーク統計、および前記第１のワイヤレスデバイスと前記第２のワイヤレス
デバイスとの間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのうちの１つまたは複数に置
くことをさらに備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ３］
　前記決定することの根拠を、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信
されたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企て
られたスループットのうちの１つまたは複数に置くことをさらに備える、
　［Ｃ２］に記載の方法。
　　［Ｃ４］
　前記決定することの根拠を、前記第２のワイヤレスデバイスの信号強度に置くことをさ
らに備える、
　［Ｃ２］に記載の方法。
　　［Ｃ５］
　前記第２のワイヤレスデバイスの前記信号強度が強度しきい値を下回る場合に、前記第
２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるものと決定することをさらに備える、
　［Ｃ４］に記載の方法。
　　［Ｃ６］
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に
前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間
に前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ７］
　第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第１の反復時間期間の間に
前記第３のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、前記第２の反復時間期間
の間に前記第３のデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ８］
　前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すインジケーションメッセージ
を、前記第２のワイヤレスデバイスに送信することをさらに備える、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ９］
　前記インジケーションメッセージをブロードキャストすることをさらに備える、
　［Ｃ８］に記載の方法。
　　［Ｃ１０］
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　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第２のワイヤレスデバ
イスに前記インジケーションメッセージを送信することをさらに備える、
　［Ｃ８］に記載の方法。
　　［Ｃ１１］
　ビーコン間隔に基づいて前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すこと
をさらに備える、
　［Ｃ８］に記載の方法。
　　［Ｃ１２］
　ビーコンメッセージとして前記インジケーションメッセージを送信することをさらに備
える、
　［Ｃ１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１３］
　ビーコンメッセージのタイミングに関連する前記第１または第２の時間期間を示すこと
をさらに備える、
　［Ｃ１１］に記載の方法。
　　［Ｃ１４］
　前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すメッセージを、アクセスポイ
ントに送信することをさらに備える、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ１５］
　メッセージをアクセスポイントから受信することをさらに備え、前記メッセージは、前
記第１または第２の反復時間期間を示す、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ１６］
　第１の数のアクセスポイントは、前記第１の反復時間期間の間に通信し、第２の数のア
クセスポイントは、前記第２の反復時間期間の間に通信する、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ１７］
　前記第１の数は、前記第２の数よりも小さい、
　［Ｃ１６］に記載の方法。
　　［Ｃ１８］
　第１の周波数帯域を決定することをさらに備え、前記第１の反復時間期間の間に送信さ
れるメッセージは、前記第１の周波数帯域内で送信され、アクセスポイントは、前記第１
の反復時間期間の間に第２の周波数帯域内で通信する、
　［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ１９］
　前記第１の周波数帯域について前記決定することは、前記第１の周波数帯域をランダム
に選択することを備える、
　［Ｃ１８］に記載の方法。
　　［Ｃ２０］
　前記第１の周波数帯域について前記決定することは、前記アクセスポイントとの通信に
基づく、
　［Ｃ１８］に記載の方法。
　　［Ｃ２１］
　前記第１の反復時間期間の間の通信を前記第１の周波数帯域に割り当てるメッセージを
受信することをさらに備え、前記決定することは、前記受信されたメッセージに基づく、
　［Ｃ２０］に記載の方法。
　　［Ｃ２２］
　前記第１の周波数帯域がプライマリチャネルであるものと決定することをさらに備える
、
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［Ｃ１８］に記載の方法。
　　［Ｃ２３］
　複数の候補反復時間期間を決定することと、
　前記複数の候補反復時間期間から前記第１の反復時間期間をランダムに選択することと
　をさらに備える、［Ｃ６］に記載の方法。
　　［Ｃ２４］
　ネットワーク負荷に基づいて前記第１または反復時間期間の持続時間を決定することを
さらに備える、
　［Ｃ７］に記載の方法。
　　［Ｃ２５］
　関連する局によるＭＣＳ０接続要求不成功の数に基づいて前記第１または第２の反復時
間期間の持続時間を決定することをさらに備える、
　［Ｃ７］に記載の方法。
　　［Ｃ２６］
　前記送信属性を調整した後、前記第２のワイヤレスデバイスとの通信をモニタすること
と、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記モニタすることに基づいて多重パラメータの第
３のセットと関連付けることと
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
　　［Ｃ２７］
　多重パラメータの第３のセットを選択することによって、前記送信属性をさらに調整す
ることをさらに備える、
　［Ｃ２６］に記載の方法。
　　［Ｃ２８］
　前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周波数帯域は、多重パラメ
ータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは異なる、
　［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ２９］
　１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジュールを決定する
ことをさらに備え、前記さらに調整することは、少なくとも前記周波数スケジュールに基
づく、
　［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ３０］
　前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時間期間または
周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセットに対する時
間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　［Ｃ２７］に記載の方法。
　　［Ｃ３１］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスデバイスにワイ
ヤレスメッセージを送信するための装置であって、
　　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定すること、
　　前記ワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少なくと
も２つのセットのうちの１つと関連付けること、
　　前記ワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づいて、
送信属性を調整することを行うように構成されたプロセッサと、
　前記調整された送信属性に基づいて、前記ワイヤレスデバイスにメッセージを送信する
ように構成された送信機と
　を備える、装置。
　　［Ｃ３２］
　前記プロセッサは、前記装置から前記ワイヤレスデバイスまでの距離、前記装置とワイ
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ヤレスデバイスとの間の通信と関連付けられたネットワーク統計、および前記装置と前記
ワイヤレスデバイスとの間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのより多くのうち
の１つまたは複数に基づいて、前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを
決定するように構成される、
　［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３３］
　前記ネットワーク統計は、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信さ
れたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企てら
れたスループットのうちの１つまたは複数を備える、
　［Ｃ３２］に記載の装置。
　　［Ｃ３４］
　前記プロセッサは、前記パケット誤り率が誤りしきい値を超える場合に前記ワイヤレス
デバイスが干渉の影響を受けるものと決定するように構成される、
　［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３５］
　前記ネットワーク統計は、前記第２のワイヤレスデバイスの信号強度を備える、
　［Ｃ３２］に記載の装置。
　　［Ｃ３６］
　前記プロセッサは、前記信号強度が強度しきい値を下回る場合に前記ワイヤレスデバイ
スが干渉の影響を受けるものと決定するように構成される、
［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３７］
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に前記ワ
イヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するように構成された送信機と、
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間に前記
ワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するように構成された送信機と
　をさらに備える、［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ３８］
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第１の反復時間期間の
間に第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するように構成され
た送信機と、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間
に前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するように構成さ
れた送信機と
　をさらに備える、［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ３９］
　前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すメッセージを、前記ワイヤレ
スデバイスに送信するように構成された送信機をさらに備える、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４０］
　前記メッセージは、ブロードキャストされる、
　［Ｃ３９］に記載の装置。
　　［Ｃ４１］
　前記メッセージは、前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合に前記ワイヤレ
スデバイスに送信される、
　［Ｃ３９］に記載の装置。
　　［Ｃ４２］
　前記インジケーションは、ビーコン間隔に基づく、
　［Ｃ３９］に記載の装置。
　　［Ｃ４３］
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　前記メッセージは、ビーコンメッセージである、
　［Ｃ４２］に記載の装置。
　　［Ｃ４４］
　前記第１または第２の時間期間の前記インジケーションは、ビーコンメッセージのタイ
ミングに関連するものである、
　［Ｃ４２］に記載の装置。
　　［Ｃ４５］
　メッセージをクセスポイントに送信するように構成された送信機をさらに備え、前記メ
ッセージは、前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示す、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４６］
　メッセージをアクセスポイントから受信するように構成された受信機をさらに備え、前
記メッセージは、前記第１または第２の反復時間期間を示す、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４７］
　第１の数のアクセスポイントは、前記第１の反復時間期間の間に通信し、第２の数のア
クセスポイントは、前記第２の反復時間期間の間に通信し、前記第１の数は、前記第２の
数より小さい、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４８］
　第１の周波数帯域を決定するように構成されたプロセッサをさらに備え、前記第１の反
復時間期間の間に送信されるメッセージは、前記第１の周波数帯域内で送信され、アクセ
スポイントは、前記第１の反復時間期間の間に第２の周波数帯域内で通信する、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ４９］
　前記プロセッサは、前記第１の周波数帯域をランダムに選択することによって前記第１
の周波数帯域について決定するように構成される、
　［Ｃ４８］に記載の装置。
　　［Ｃ５０］
　前記プロセッサは、第２のアクセスポイントとの通信に基づいて前記第１の周波数帯域
を決定するように構成される、
　［Ｃ４８］に記載の装置。
　　［Ｃ５１］
　前記第１の反復時間期間の間の通信を前記第１の周波数帯域に割り当てるメッセージを
受信するように構成された受信機をさらに備え、前記プロセッサは、前記受信されたメッ
セージに基づいて前記周波数帯域を決定するように構成される、
　［Ｃ５０］に記載の装置。
　　［Ｃ５２］
　前記第１の周波数帯域は、プライマリチャネルに対応する、
　［Ｃ４８］に記載の装置。
　　［Ｃ５３］
　複数の候補反復時間期間から前記第１の反復時間期間をランダムに選択するように構成
されたプロセッサをさらに備える、
　［Ｃ３７］に記載の装置。
　　［Ｃ５４］
　ネットワーク負荷に基づいて前記第１または第２の反復時間期間の持続時間を決定する
ように構成されたプロセッサをさらに備える、
　［Ｃ３８］に記載の装置。
　　［Ｃ５５］
　関連する局によるＭＣＳ０接続要求不成功の数に基づいて前記第１または第２の反復時
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間期間の持続時間を決定するように構成されたプロセッサをさらに備える、
　［Ｃ３８］に記載の装置。
　　［Ｃ５６］
　前記送信属性の調整の後で前記ワイヤレスデバイスとの通信をモニタするように構成さ
れ、前記モニタすることに基づいて前記ワイヤレスデバイスを多重パラメータの第３のセ
ットと関連付けるように構成されたプロセッサをさらに備える、
　［Ｃ３１］に記載の装置。
　　［Ｃ５７］
　前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周波数帯域は、多重パラメ
ータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは異なる、
　［Ｃ５６］に記載の装置。
　　［Ｃ５８］
　１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジュールを決定する
ように構成されたプロセッサをさらに備え、前記さらに調整することが少なくとも前記周
波数スケジュールに基づく、
　［Ｃ５７］に記載の装置。
　　［Ｃ５９］
　前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時間期間または
周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセットに対する時
間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　［Ｃ５８］に記載の装置。
　　［Ｃ６０］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスデバイスにワイ
ヤレスメッセージを送信するための装置であって、
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少なくとも
２つのセットのうちの１つと関連付けるための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づいて、送
信属性を調整するための手段と、
　前記調整された送信属性に基づいて前記ワイヤレスデバイスにメッセージを送信するた
めの手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ６１］
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを前記決定するための手段は、
前記装置から前記ワイヤレスデバイスまでの距離、前記装置とワイヤレスデバイスとの間
の通信と関連付けられたネットワーク統計、および前記装置と前記ワイヤレスデバイスと
の間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのより多くのうちの１つまたは複数に基
づいて、前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定するように構成さ
れる、
　［Ｃ６０］に記載の装置。
　　［Ｃ６２］
　前記ネットワーク統計は、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信さ
れたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企てら
れたスループットのうちの１つまたは複数を備える、
　［Ｃ６１］に記載の装置。
　　［Ｃ６３］
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを前記決定するための手段は、
前記パケット誤り率が誤りしきい値を超える場合に前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響
を受けるものと決定するように構成される、
　［Ｃ６２］に記載の装置。
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　　［Ｃ６４］
　前記ネットワーク統計は、前記ワイヤレスデバイスの信号強度を備える、
　［Ｃ６１］に記載の装置。
　　［Ｃ６５］
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを前記決定するための手段は、
前記信号強度が強度しきい値を下回る場合に前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受け
るものと決定するように構成される、
　［Ｃ６２］に記載の装置。
　　［Ｃ６６］
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に前記ワ
イヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手段と、
　前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間に前記
ワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手段と
　をさらに備える、［Ｃ６０］に記載の装置。
　　［Ｃ６７］
　第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第１の反復時間期間の間に
第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手段と、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、前記第２の反復時間期間
の間に前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信するための手
段と
　をさらに備える、［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ６８］
　前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すメッセージを、前記ワイヤレ
スデバイスに送信するための手段をさらに備える、
　［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ６９］
　前記メッセージは、ブロードキャストされる、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７０］
　前記メッセージは、前記ワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合に前記ワイヤレ
スデバイスに送信される、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７１］
　前記インジケーションは、ビーコン間隔に基づく、
　［Ｃ６８］に記載の装置。
　　［Ｃ７２］
　前記メッセージは、ビーコンメッセージである、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７３］
　前記第１または第２の時間期間の前記インジケーションは、ビーコンメッセージのタイ
ミングに関連するものである、
　［Ｃ７１］に記載の装置。
　　［Ｃ７４］
　メッセージをアクセスポイントに送信するための手段をさらに備え、前記メッセージは
、前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示す、
　［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ７５］
　メッセージをアクセスポイントから受信するための手段をさらに備え、前記メッセージ
は、前記第１または第２の反復時間期間を示す、
　［Ｃ６６］に記載の装置。
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　　［Ｃ７６］
　第１の数のアクセスポイントは、前記第１の反復時間期間の間に通信し、第２の数のア
クセスポイントは、前記第２の反復時間期間の間に通信し、前記第１の数は、前記第２の
数より小さい、
　［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ７７］
　第１の周波数帯域を決定するための手段をさらに備え、前記第１の反復時間期間の間に
送信されるメッセージは、前記第１の周波数帯域内で送信され、アクセスポイントは、前
記第１の反復時間期間の間に第２の周波数帯域内で通信する、
　［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ７８］
　前記第１の周波数帯域を前記決定するための手段は、前記第１の周波数帯域をランダム
に選択することに対して構成される、
　［Ｃ７７］に記載の装置。
　　［Ｃ７９］
　前記第１の周波数帯域を前記決定するための手段は、第２のアクセスポイントとの通信
に基づいて前記第１の周波数帯域を決定するように構成される、
　［Ｃ７７］に記載の装置。
　　［Ｃ８０］
　前記第１の反復時間期間の間の通信を前記第１の周波数帯域に割り当てるメッセージを
受信するための手段をさらに備え、前記決定することは、前記受信されたメッセージに基
づく、
　［Ｃ７９］に記載の装置。
　　［Ｃ８１］
　前記第１の周波数帯域は、プライマリチャネルに対応する、
　［Ｃ７７］に記載の装置。
　　［Ｃ８２］
　複数の候補反復時間期間を決定するための手段と、
　前記複数の候補反復時間期間から前記第１の反復時間期間をランダムに選択するための
手段と
　をさらに備える、［Ｃ６６］に記載の装置。
　　［Ｃ８３］
　ネットワーク負荷に基づいて前記第１または第２の反復時間期間の持続時間を決定する
ための手段をさらに備える、
　［Ｃ６７］に記載の装置。
　　［Ｃ８４］
　関連する局によるＭＣＳ０接続要求不成功の数に基づいて前記第１または第２の反復時
間期間の持続時間を決定するための手段をさらに備える、
　［Ｃ６７］に記載の装置。
　　［Ｃ８５］
　前記送信属性の調整の後、前記ワイヤレスデバイスとの通信をモニタするための手段と
、
　前記ワイヤレスデバイスを、前記モニタすることに基づいて多重パラメータの第３のセ
ットと関連付けるための手段と、
　前記多重パラメータの第２のセットに基づいて前記送信属性をさらに調整するための手
段と
　をさらに備える、［Ｃ６０］に記載の装置。
　　［Ｃ８６］
　前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周波数帯域は、多重パラメ
ータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは異なる、
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　［Ｃ８５］に記載の装置。
　　［Ｃ８７］
　１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジュールを決定する
ための手段をさらに備え、前記さらに調整することは、少なくとも前記周波数スケジュー
ルに基づく、
　［Ｃ８６］に記載の装置。
　　［Ｃ８８］
　前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時間期間または
周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセットに対する時
間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　［Ｃ８７］に記載の装置。
　　［Ｃ８９］
　実行されたとき、プロセッサに、キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒
体上で第１のワイヤレスデバイスから第２のワイヤレスデバイスにワイヤレスメッセージ
を送信するための方法を実行させる命令を備えるコンピュータ可読記憶媒体であって、前
記方法は、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記決定することに基づいて多重パラメータの少な
くとも２つのセットのうちの１つと関連付けることと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが関連付けられた多重パラメータの前記セットに基づい
て、送信属性を調整することと、
　前記調整された送信属性に基づいて前記第２のワイヤレスデバイスにメッセージを送信
することと
　を備える、コンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９０］
　前記第１のワイヤレスデバイスから前記第２のワイヤレスデバイスまでの距離、前記第
１のワイヤレスデバイスと第２のワイヤレスデバイスとの間の通信と関連付けられたネッ
トワーク統計、および前記第１のワイヤレスデバイスと前記第２のワイヤレスデバイスと
の間のワイヤレスリンクの条件またはトポロジーのより多くのうちの１つまたは複数に基
づいて、前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けるかどうかを決定することを
さらに備える、
　［Ｃ８９］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９１］
　前記ネットワーク統計は、パケット誤り率、前記第２のワイヤレスデバイスから受信さ
れたメッセージの送信電力、および前記第２のワイヤレスデバイスの実際のまたは企てら
れたスループットのうちの１つまたは複数を備える、
　［Ｃ９０］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９２］
　前記方法は、前記パケット誤り率が誤りしきい値を超える場合に前記第２のワイヤレス
デバイスが干渉の影響を受けるものと決定することをさらに備える、
　［Ｃ９１］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９３］
　前記ネットワーク統計は、前記第２のワイヤレスデバイスの信号強度を備える、
　［Ｃ９０］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９４］
　前記方法は、前記信号強度が強度しきい値を下回る場合に前記第２のワイヤレスデバイ
スが干渉の影響を受けるものと決定することをさらに備える、
　［Ｃ９３］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９５］
　前記方法は、
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　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、第１の反復時間期間の間に
前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、第２の反復時間期間の間
に前記第２のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、［Ｃ８９］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９６］
　前記方法は、
　第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合、前記第１の反復時間期間の間に
前記第３のワイヤレスデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと、
　前記第３のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受けない場合、前記第２の反復時間期間
の間に前記第３のデバイスに１つまたは複数のメッセージを送信することと
　をさらに備える、［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９７］
　前記方法は、前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示すメッセージを、
前記第２のワイヤレスデバイスに送信することをさらに備える、
　［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９８］
　前記メッセージは、ブロードキャストされる、
　［Ｃ９７］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ９９］
　前記メッセージは、前記第２のワイヤレスデバイスが干渉の影響を受ける場合に前記第
２のワイヤレスデバイスに送信される、
　［Ｃ９７］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１００］
　前記インジケーションは、ビーコン間隔に基づく、
　［Ｃ９６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０１］
　前記メッセージは、ビーコンメッセージである、
　［Ｃ１００］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０２］
　前記第１または第２の時間期間の前記インジケーションは、ビーコンメッセージのタイ
ミングに関連するものである、
［Ｃ１００］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０３］
　前記方法は、メッセージをアクセスポイントに送信することをさらに備え、前記メッセ
ージは、前記第１または第２の反復時間期間が発生するときを示す、
　［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０４］
　前記方法は、メッセージをアクセスポイントから受信することをさらに備え、前記メッ
セージは、前記第１または第２の反復時間期間を示す、
　［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０５］
　第１の数のアクセスポイントは、前記第１の反復時間期間の間に通信し、第２の数のア
クセスポイントは、前記第２の反復時間期間の間に通信し、前記第１の数は、前記第２の
数より小さい、
　［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０６］
　前記方法は、第１の周波数帯域を決定することをさらに備え、前記第１の反復時間期間
の間に送信されるメッセージは、前記第１の周波数帯域内で送信され、第３のアクセスポ
イントは、前記第１の反復時間期間の間に第２の周波数帯域内で通信する、
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　［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０７］
　前記第１の周波数帯域をランダムに選択することによって前記第１の周波数帯域につい
て決定することをさらに備える、
　［Ｃ１０６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０８］
　第２のアクセスポイントとの通信に基づいて前記第１の周波数帯域について決定するこ
とをさらに備える、
　［Ｃ１０６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１０９］
　前記方法は、前記第１の反復時間期間の間の通信を前記第１の周波数帯域に割り当てる
メッセージを受信することをさらに備え、前記決定することは、前記受信されたメッセー
ジに基づく、
　［Ｃ１０８］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１０］
　前記第１の周波数帯域がプライマリチャネルであるものと決定することをさらに備える
、
　［Ｃ１０６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１１］
　前記方法は、
　複数の候補反復時間期間を決定することと、
　前記複数の候補反復時間期間から前記第１の反復時間期間をランダムに選択することと
　をさらに備える、［Ｃ９５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１２］
　前記方法は、ネットワーク負荷に基づいて前記第１または第２の反復時間期間の持続時
間を決定することをさらに備える、
　［Ｃ９６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１３］
　前記方法は、関連する局によるＭＣＳ０接続要求不成功の数に基づいて前記第１または
第２の反復時間期間の持続時間を決定することをさらに備える、
　［Ｃ９６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１４］
　前記方法は、
　前記送信属性の調整の後、前記第２のワイヤレスデバイスとの通信をモニタすることと
、
　前記第２のワイヤレスデバイスを、前記モニタすることに基づいて多重パラメータの第
３のセットと関連付けることと、
　多重パラメータの前記第３のセットに基づいて前記送信属性をさらに調整することと、
　前記さらに調整された送信属性に基づいて前記第２のワイヤレスデバイスにメッセージ
を送信することと
　をさらに備える、［Ｃ８９］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１５］
　前記多重パラメータの第１のセットによって示される第１の周波数帯域は、多重パラメ
ータの前記第３のセットによって示される第２の周波数帯域とは異なるものと決定するこ
とをさらに備える、
　［Ｃ１１４］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１６］
　１つまたは複数のアクセスポイントとの通信に基づいて周波数スケジュールを決定する
ことをさらに備え、前記さらに調整することは、少なくとも前記周波数スケジュールに基
づく、
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　［Ｃ１１５］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１７］
　前記周波数スケジュールは、反復時間期間または周波数帯域の数、反復時間期間または
周波数帯域のサイズまたは持続時間、反復時間期間または周波数帯域のセットに対する時
間基準のうちの１つまたは複数を示す、
　［Ｃ１１６］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１１８］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスメッセージを送
信する方法であって、
　前記第１のデバイスを介して、第１の反復時間期間を示す第１のメッセージを受信する
こと、前記第１の反復時間期間は、コンテンション期間内に発生し、前記第１のメッセー
ジは、第１のデバイスとアクセスポイントとの間の通信が前記第１の反復時間期間の間に
発生することを示す、と、
　前記第１のデバイスを介して、前記第１のメッセージに基づいて前記第１の反復時間期
間の間に前記アクセスポイントと通信することと
　を備える、方法。
　　［Ｃ１１９］
　第１の周波数範囲を示す第２のメッセージを受信することをさらに備え、前記第２のメ
ッセージは、前記アクセスポイントとの通信が前記第１の反復時間期間の前記第１の周波
数範囲内で発生することを示し、前記アクセスポイントとの通信は、前記第２のメッセー
ジに基づいて、前記第１の反復時間期間の間および前記第１の周波数範囲内で発生する、
　［Ｃ１１８］に記載の方法。
　　［Ｃ１２０］
　前記第１の反復時間期間は、前記コンテンション期間の一部の中だけで発生する、
　［Ｃ１１８］に記載の方法。
　　［Ｃ１２１］
　前記第１のデバイスを介して、第２の反復時間期間を示す第２のメッセージを受信する
こと、前記第２の反復時間期間は、前記コンテンション期間内に発生し、前記第２のメッ
セージは、前記第１のデバイス以外の１つまたは複数のデバイスとアクセスポイントとの
間の通信が前記第２の反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記第１のデバイスを介して、前記第２のメッセージに基づいて前記第２の反復時間期
間の間に前記アクセスポイントと通信しないこととをさらに備える、
　［Ｃ１１８］に記載の方法。
　　［Ｃ１２２］
　前記第１のメッセージおよび前記第２のメッセージは、同じメッセージである、
　［Ｃ１１９］に記載の方法。
　　［Ｃ１２３］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスメッセージを送
信するための装置であって、
　コンテンション期間内に発生する第１の反復時間期間を示す第１のメッセージを受信す
るように構成された受信機、前記メッセージは、アクセスポイントとの通信が前記第１の
反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記メッセージに基づいて前記第１の反復時間期間の間に前記アクセスポイントと通信
するように構成された送信機と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１２４］
　第１の周波数範囲を示す第２のメッセージを受信するように構成された受信機をさらに
備え、前記第２のメッセージは、アクセスポイントとの通信が前記第１の反復時間期間の
前記第１の周波数範囲内で発生することを示し、前記送信機は、前記第２のメッセージに
基づいて、前記第１の反復時間期間の間および前記第１の周波数範囲内で前記アクセスポ
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イントと通信するようにさらに構成される、
　［Ｃ１２３］に記載の装置。
　　［Ｃ１２５］
　前記第１のメッセージおよび前記第２のメッセージは、同じメッセージである、
　［Ｃ１２４］に記載の装置。
　　［Ｃ１２６］
　前記第１の反復時間期間は、前記コンテンション期間の一部の中だけで発生する、
　［Ｃ１２３］に記載の装置。
　　［Ｃ１２７］
　前記第１のデバイスを介して、第２の反復時間期間を受信すること、前記第２の反復時
間期間は、前記コンテンション期間内に発生し、前記第２のメッセージは、前記第１のデ
バイス以外の１つまたは複数のデバイスとアクセスポイントとの間の通信が前記第２の反
復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記第１のデバイスを介して、前記第２のメッセージに基づいて前記第２の反復時間期
間の間に前記アクセスポイントと通信しないこととをさらに備える、
　［Ｃ１２３］に記載の装置。
　　［Ｃ１２８］
　キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒体上でワイヤレスメッセージを送
信するための装置であって、
　第１の反復時間期間を示す第１のメッセージを受信するための手段、前記第１の反復時
間期間は、コンテンション期間内に発生し、前記メッセージは、アクセスポイントとの通
信が前記第１の反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記メッセージに基づいて前記第１の反復時間期間の間に前記アクセスポイントと通信
するための手段と
　を備える、装置。
　　［Ｃ１２９］
　第１の周波数範囲を示す第２のメッセージを受信するための手段をさらに備え、前記第
２のメッセージは、アクセスポイントとの通信が前記第１の反復時間期間の前記第１の周
波数範囲内で発生することを示し、前記通信するための手段は、前記第２のメッセージに
基づいて、前記第１の反復時間期間の間および前記第１の周波数範囲内で前記アクセスポ
イントと通信するようにさらに構成される、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３０］
　前記第１のメッセージおよび前記第２のメッセージは、同じメッセージである、
　［Ｃ１２９］に記載の装置。
　　［Ｃ１３１］
　前記第１の反復時間期間は、前記コンテンション期間の一部の中だけで発生する、
　［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３２］
　前記第１のデバイスを介して、第２の反復時間期間を示す第２のメッセージを受信する
こと、前記第２の反復時間期間は、前記コンテンション期間内に発生し、前記第２のメッ
セージは、前記第１のデバイス以外の１つまたは複数のデバイスとアクセスポイントとの
間の通信が前記第２の反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記第１のデバイスを介して、前記第２のメッセージに基づいて前記第２の反復時間期
間の間に前記アクセスポイントと通信しないことと
　をさらに備える、［Ｃ１２８］に記載の装置。
　　［Ｃ１３３］
　実行されたとき、プロセッサに、キャリア検知多重アクセス（ＣＳＭＡ）を利用する媒
体上でワイヤレスメッセージを送信するための方法を実行させる命令を備え、前記方法は
、
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　第１の反復時間期間を示す第１のメッセージを受信すること、前記第１の反復時間期間
は、コンテンション期間内に発生し、前記メッセージは、アクセスポイントとの通信が前
記第１の反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記メッセージに基づいて前記第１の反復時間期間の間に前記アクセスポイントと通信
することと
　を備えるコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１３４］
　前記方法が、
　第１の周波数範囲を示す第２のメッセージを受信することをさらに備え、前記第２のメ
ッセージは、アクセスポイントとの通信が前記第１の反復時間期間の前記第１の周波数範
囲内で発生することを示し、前記アクセスポイントとの通信は、前記第１の反復時間期間
の間および前記第１の周波数範囲内で発生する、
　［Ｃ１３３］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１３５］
　前記第１のメッセージおよび前記第２のメッセージは、同じメッセージである、
　［Ｃ１３４］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１３６］
　前記第１の反復時間期間は、前記コンテンション期間の一部の中だけで発生する、
　［Ｃ１３３］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
　　［Ｃ１３７］
　前記第１のデバイスを介して、第２の反復時間期間を示す第２のメッセージを受信する
こと、前記第２の反復時間期間は、前記コンテンション期間内に発生し、前記第２のメッ
セージは、前記第１のデバイス以外の１つまたは複数のデバイスとアクセスポイントとの
間の通信は、前記第２の反復時間期間の間に発生することを示す、と、
　前記第１のデバイスを介して、前記第２のメッセージに基づいて前記第２の反復時間期
間の間に前記アクセスポイントと通信しないことと
　をさらに備える、［Ｃ１３３］に記載のコンピュータ可読記憶媒体。
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